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Improvement of the Web Contents for Class  
by Analyzing the Web Access Log  





   A number of new technologies using the Internet have been commercialized in only 
several years. Using the PC effectively becomes indispensable ability and the students' skill 
of the information technology (IT) is improved and the number of the students that are 
interested in the upper level of IT has increased. I create the Web contents as an educational 
material of the class "Computer Jissen (Database)" which covers the Web technology that 
brings about rapid and drastic changes of our life. In this paper, based on the Instructional 
Design the methodology, which refines the Web contents as an educational material by 
analyzing the Web access log in real time, is proposed. Refining the Web contents of the 
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(図 2)．  
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図 1 システム利用図 
 
図 2 実習の形態 
 
3. Webコンテンツの構成 






(表 1）．この Webコンテンツ自体が本科目の 1つ
の目標である． 





  授業の連絡事項等を記載している Webページ 
・ 参照サイト 
  各テーマにおける基礎知識等を記載している 
Webページ 
・ 実習サイト 































図 3 Webコンテンツ  
 
 




























































 (1) 受講者の利用方法の把握が困難 
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表 3 Webページのグループ名 
 
 
表 4 アクセステーブル  



































 また，No．5と No．6 (表 4 A)，No．7と No．
8 (表 4 B)のページ推移から，互いに参照を繰り返
したことがわかる． 
 No．13から別の IPアドレスになり(表 4 C)   
ログイン操作が行われている．システムを一旦 
ログアウトし，再ログインしたと考えられる． 










《例 2：受講生Bのページ遷移（表 5）》 
 
No.4 の時点で「M01」から「52」にページ遷

























のページ遷移の状況は異なってくる．図 6は表 4 
に示す受講生 Aの 8回目の授業のページ遷移であ
り，図 7は表 5に示す受講生 Bの 11回目の授業
のページ遷移である．また図 8は，11回目の授業
での受講生のページフォーカス数の比較であり，
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表 5 アクセステーブル 




図 6 ページフォーカス数 
（受講生 A，授業 8回目） 
 
 
図 7 ページフォーカス数 














図 8 ページフォーカス数 































できる．これらは，PHP と Javascript を用いて作
成する． 
 「お知らせ」のコンテンツには全 Webページに
共通の内容である「学習状況」，「今日の進捗」，   
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図 10 受講生のトップページの進捗表 
 
 
図 11 「今日の進捗」登録ウィンドウ 
 
 
図 12 「学習状況」表示ウィンドウ 
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